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の固有値は e-ql, r,(… e-A), eq l+q2 と
なり,図2のような相図が得られ,三重点

















































Q ql, q2(a)- Ji01), q2 +Jq'l), q2eXp l-γ'ql三, q2 n ]･ J 'q21', q 2 eXp卜r'q22, q2 n ] (m)
と書け,動的スケーリング則
･q(18三 g2 - 6,2 (
* *
ql~ql q2~q2
e ep
(磨-1,2)が成立 し,スケーリング関数は,
Te(a,y)-Z｡(a,y)-zc(x,y)
伽)
選別戚
で与えられる｡
三重点近傍の熱力学諸量および減衰率のスケーリング関数を図3に示す｡確率モデルに基づ
く上の結論のうち,三相の存在と三重点の存在は,二変数時間揺動に特徴的なことである｡
我々は,(1)を直接数値的に解き,確率モデルとの比較を行った｡結果はモデルの結果と定性
的によく一致することがわかった｡ここでは,一つだけその結果を述べることにする｡図4は,
a-0･999992の場合に対する一次元写像(1)の α1(ql,q2)に対する数値実験の結果であり,
図3の四角で囲んだ部分の図と比較されるべき量である｡図4は生のデータを書いたもので,
まだスケールしていない為に,三相 (α1--1,0,1)間のシャープな転移がみられる｡また,
明らかに三重点が存在していることがわかる｡詳しくは近くまとめる予定なのでそれを参照し
て貰いたい｡
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